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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中空で略球状の収容体と、
　前記収容体に収容される複数の部品とを有し、
　前記複数の部品の少なくとも一部および前記収容体の少なくとも一部により人形を形成
可能であり、　
　前記収容体は少なくともそれぞれ開口を有する第１の部材と第２の部材により形成され
、
　前記第１の部材および前記第２の部材は、前記第１の部材の方が前記第２の部材よりも
内部空間が大きく、互いの前記開口を接合することにより前記略球状の収容体の少なくと
も一部を形成し、また、前記開口を下にした前記第２の部材が前記開口を下にした前記第
１の部材に重なることにより、前記人形の下半身部分の少なくとも一部を形成する人形型
玩具。
【請求項２】
　請求項１に記載の人形型玩具であって、
　前記収容体の一部がスカートを模している人形型玩具。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の人形型玩具であって、
　前記収容体に軟質シートが収容されている人形型玩具。
【請求項４】
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　請求項３に記載の人形型玩具であって、
　前記収容体の表面にスリットが形成されている人形型玩具。
【請求項５】
　請求項１に記載の人形型玩具であって、
　前記部品には上半身部分を形成する部品が含まれており、当該上半身部分を形成する部
品の背中面にはスリットが形成されている人形型玩具。
【請求項６】
　それぞれ開口を有し、一方よりも他方の方が内部空間が大きく、前記開口を下にした一
方が前記開口を下にした他方に重なることにより下半身部分の少なくとも一部を形成する
第１の部材と第２の部材が互いの前記開口を接合することにより物品を収容可能な略球状
の収容体の少なくとも一部を形成し、当該収容体には下半身部分以外の部分の少なくとも
一部が収容可能である人形型玩具。
【請求項７】
　それぞれ開口を有し、一方よりも他方の方が内部空間が大きく、前記開口を下にした一
方が前記開口を下にした他方に重なることにより下半身部分の少なくとも一部を形成する
第１の部材と第２の部材を組み換えることにより物品を収容可能な略球状の収容体の少な
くとも一部を形成でき、当該収容体には下半身部分以外の部分の少なくとも一部が収容可
能である人形型玩具。
【請求項８】
　それぞれ開口を有し、互いの当該開口を接合することにより物品を収容可能な略球状の
収容体の少なくとも一部を形成し、一方よりも他方の方が内部空間が大きい第１の部材と
第２の部材が前記開口を下にした一方が前記開口を下にした他方に重なることにより下半
身部分の少なくとも一部を形成し、前記収容体には下半身部分以外の部分の少なくとも一
部が収容されている人形型玩具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人形型玩具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、略球状のカプセル（収容体）に各種部品を収納して販売し、購入者はカプセルか
ら各種部品を取り出した後、カプセル自身も部品として用いて組み立てて遊ぶ組み立て玩
具が知られている（特許文献１参照）。
　特許文献１に記載された組立玩具では、略球状のカプセルの内部に一対の腕部材や脚部
材が収容されており、取り出した腕部材や脚部材をカプセルに設けられている係合孔に係
合させて組み立てる。この際、カプセル自体を、頭部及び胴体部として用いている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－３４２１２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前述したような組立玩具においては、カプセルに収容されている頭部以
外の部品は、頭部となるカプセルよりも小さくせざるを得ない。このため、組み立てられ
る人形玩具は、頭部以外の部分が小さいデフォルメされたものに形状が制限されており、
例えば人間に近いリアルな人形玩具を形成することができないという問題があった。
【０００５】
　本発明は、組み立て後の形状に制約が少ない人形型玩具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】



(3) JP 6568555 B2 2019.8.28

10

20

30

40

50

【０００６】
　本発明に係る人形型玩具は、中空の収容体と、前記収容体に収容される複数の部品とを
有し、前記複数の部品の少なくとも一部および前記収容体の少なくとも一部により人形を
形成可能であり、前記収容体の一部は前記人形の下半身部分の少なくとも一部を形成する
ことを特徴とする。また、本発明に係る人形型玩具は、中空で略球状の収容体と、前記収
容体に収容される複数の部品とを有し、前記複数の部品の少なくとも一部および前記収容
体の少なくとも一部により人形を形成可能であり、前記収容体は少なくともそれぞれ開口
を有する第１の部材と第２の部材により形成され、前記第１の部材および前記第２の部材
は、前記第１の部材の方が前記第２の部材よりも内部空間が大きく、互いの前記開口を接
合することにより前記略球状の収容体の少なくとも一部を形成し、また、前記開口を下に
した前記第２の部材が前記開口を下にした前記第１の部材に重なることにより、前記人形
の下半身部分の少なくとも一部を形成することを特徴とする。
【０００７】
　本発明に係る人形型玩具は、中空の収容体と、前記収容体に収容される複数の部品とを
有し、前記複数の部品の少なくとも一部および前記収容体の少なくとも一部により人形を
形成可能であり、前記収容体の一部は前記人形の下半身部分の少なくとも一部を形成する
ことを特徴とする。また、本発明に係る人形型玩具は、中空の収容体と、前記収容体に収
容される複数の部品とを有し、前記複数の部品の少なくとも一部および前記収容体の少な
くとも一部により人形を形成可能であり、前記収容体は少なくとも第１の部材と第２の部
材により形成され、前記第１の部材および前記第２の部材は、前記第２の部材が前記第１
の部材に重なることにより、前記人形の下半身部分の少なくとも一部を形成することを特
徴とする。
【０００８】
　また、本発明に係る人形型玩具においては、前記収容体に軟質シートが収容されていて
もよい。
【０００９】
　また、本発明に係る人形型玩具においては、前記収容体の一部の表面にスリットが形成
されていてもよい。
【００１０】
　また、本発明に係る人形型玩具においては、前記部品には上半身部分を形成する部品が
含まれており、当該上半身部分を形成する部品の背中面にはスリットが形成されていても
よい。
【００１１】
　また、本発明に係る人形型玩具は、下半身部分の少なくとも一部が物品を収容可能な収
容体の少なくとも一部を形成する。また、本発明に係る人形型玩具は、一方が他方に重な
ることにより下半身部分の少なくとも一部を形成する第１の部材と第２の部材が物品を収
容可能な収容体の少なくとも一部を形成する。また、本発明に係る人形型玩具は、それぞ
れ開口を有し、一方よりも他方の方が内部空間が大きく、前記開口を下にした一方が前記
開口を下にした他方に重なることにより下半身部分の少なくとも一部を形成する第１の部
材と第２の部材が互いの前記開口を接合することにより物品を収容可能な略球状の収容体
の少なくとも一部を形成し、当該収容体には下半身部分以外の部分の少なくとも一部が収
容可能である。
【００１２】
　また、本発明に係る人形型玩具は、下半身部分の少なくとも一部を組み換えることによ
り物品を収容可能な収容体の少なくとも一部を形成できる。また、本発明に係る人形型玩
具は、一方が他方に重なることにより下半身部分の少なくとも一部を形成する第１の部材
と第２の部材を組み換えることにより物品を収容可能な収容体の少なくとも一部を形成で
きる。また、本発明に係る人形型玩具は、それぞれ開口を有し、一方よりも他方の方が内
部空間が大きく、前記開口を下にした一方が前記開口を下にした他方に重なることにより
下半身部分の少なくとも一部を形成する第１の部材と第２の部材を組み換えることにより



(4) JP 6568555 B2 2019.8.28

10

20

30

40

50

物品を収容可能な略球状の収容体の少なくとも一部を形成でき、当該収容体には下半身部
分以外の部分の少なくとも一部が収容可能である。
【００１３】
　また、本発明に係る人形型玩具は、物品を収容可能な収容体の少なくとも一部が下半身
部分の少なくとも一部を形成している。また、本発明に係る人形型玩具は、物品を収容可
能な収容体の少なくとも一部を形成する第１の部材と第２の部材が一方が他方に重なるこ
とにより下半身部分の少なくとも一部を形成している。また、本発明に係る人形型玩具は
、それぞれ開口を有し、互いの当該開口を接合することにより物品を収容可能な略球状の
収容体の少なくとも一部を形成し、一方よりも他方の方が内部空間が大きい第１の部材と
第２の部材が前記開口を下にした一方が前記開口を下にした他方に重なることにより下半
身部分の少なくとも一部を形成し、前記収容体には下半身部分以外の部分の少なくとも一
部が収容されている。
 
【００１４】
　また、本発明に係る人形型玩具は、物品を収容可能な収容体の少なくとも一部を組み換
えることにより下半身部分の少なくとも一部が形成されている。
【００１５】
　また、本発明に係る人形型玩具において、前記収容体には下半身部分以外の部分の少な
くとも一部が収容可能であるようにしてもよい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、組み立て後の形状に制約が少ない人形型玩具を提供することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の第１実施形態である人形型玩具の全体構成を示す斜視図である。
【図２】複数の部品（物品）を収容している収容体の外観を示す斜視図である。
【図３】収容体を分解して収容している複数の部品（物品）を取り出した状態を示す斜視
図である。
【図４】本発明の第１実施形態である人形型玩具の分解斜視図である。
【図５】（Ａ）は分解された収容体を用いてスカートを形成する状態を示す一部断面の正
面図であり、（Ｂ）は形成されたスカートを示す一部断面の断面図である。
【図６】本発明の第２実施形態である人形型玩具の全体構成を示す斜視図である。
【図７】複数の部品（物品）を収容している収容体の外観を示す斜視図である。
【図８】（Ａ）は支持部材の内面を示す斜視図であり、（Ｂ）はスリット位置における断
面図である。
【図９】収容体を分解して収容している複数の部品（物品）を取り出した状態を示す斜視
図である。
【図１０】本発明の第２実施形態である人形型玩具の分解斜視図である。
【図１１】（Ａ）は上半身の背中面を示す背面図であり、（Ｂ）は上半身に上半身用布を
取付ける状態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
（第１実施形態）
　まず、本発明の第１実施形態について説明する。図１は、本発明の第１実施形態を説明
するための、人形型玩具の全体構成を示す斜視図である。
【００１９】
　図１に示すように、人形型玩具１０Ａは、上半身部分２０、上半身部分２０の下側には
下半身部分３０、上半身部分２０の上側には首２５を介して頭部４０が設けられている。
【００２０】
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　上半身部分２０は、人形の胴部であり衣服２３が着せられ首２５を有する上半身２１と
、上半身２１に取り付けられている左右一対の腕部２２とを有する。上半身２１、腕部２
２及び衣服２３ははじめから一体に形成されていてもよい。
　なお、腕部２２は、上半身２１に固定されて動かないものであってもよいが、回転等の
移動ができるようになっていてもよい。
【００２１】
　下半身部分３０は、人形型玩具１０Ａを支える部分であり、スカート部材３１により構
成されている。スカート部材３１は、第１スカート部材３１１、第２スカート部材３１２
及び第３スカート部材３１３を有しており、それぞれ内部は空洞となっている。スカート
部材３１は、例えば、第１スカート部材３１１を最も下部にして、第１スカート部材３１
１の上側に第２スカート部材３１２を重ね、さらに第２スカート部材３１２の上側に第３
スカート部材３１３を重ねることで形成されて、全体として下側が広がった形状となって
いる。
【００２２】
　第１スカート部材３１１、第２スカート部材３１２及び第３スカート部材３１３の表面
には、柔らかなスカートらしさを表現するために、多数のひだや模様が付されている。第
１スカート部材３１１、第２スカート部材３１２及び第３スカート部材３１３は、プラス
チックのようなある程度の強度を有する硬質の部材であり、人形型玩具１０Ａが転倒しな
いように支持する。
【００２３】
　頭部４０は収容体１１の一部を用いて表現するものではないので、頭部４０の大きさは
、収容体１１に収容できる大きさであればよい。したがって、頭部４０は、人間の全身に
対する頭部の比率に近い比率となるような大きさとすることもできる。
【００２４】
　図２は、物品として人形型玩具の複数の部品を収容した収容体の外観を示す斜視図であ
り、図３は、収容体を分解して収容している複数の部品（物品）を取り出した状態を示す
斜視図である。図２に示すように、収容体１１は、中にすべての部品を収容して略球状に
接合された容器であり、この形状で自動販売機等により販売される。収容体１１は、最も
内部空間が大きな第１スカート部材３１１と、次いで大きな内部空間を有する第２スカー
ト部材３１２により形成されている。別言すれば、人形型玩具１０Ａの下半身部分３０の
一部である第１スカート部材３１１と第２スカート部材３１２が収容体１１の少なくとも
一部を形成しており、さらに別言すれば、下半身部分３０の一部である第１スカート部材
３１１と、第２スカート部材３１２を組み換えることにより収容体１１の少なくとも一部
を形成できるようになっている。
【００２５】
　図２及び図３に示すように、第１スカート部材３１１の下部開口３１１ａの外径と、第
２スカート部材３１２の下部開口３１２ａの外径とは略同じである。
　図３に示すように、第１スカート部材３１１の下部開口３１１ａには、複数個（ここで
は、例えば３個）の突起３１１ｂが下部開口３１１ａに沿って円弧状に設けられている。
第１スカート部材３１１の外表面には、前述した模様が付されている。また、第１スカー
ト部材３１１の頂部には、球状面３１１ｃが形成されている。
【００２６】
　一方、第２スカート部材３１２の下部開口３１２ａには、第１スカート部材３１１の突
起３１１ｂに対応して、複数個の溝３１２ｂが円弧状に設けられている。溝３１２ｂの幅
は、突起３１１ｂの幅に等しいか、若干小さめとなっている。したがって、第１スカート
部材３１１の下部開口３１１ａと、第２スカート部材３１２の下部開口３１２ａを接合し
て、第１スカート部材３１１の突起３１１ｂを第２スカート部材３１２の溝３１２ｂに押
し込むことにより、第１スカート部材３１１と第２スカート部材３１１を略球状に接合し
、収容体１１とすることができる（図２及び図４参照）。つまり、別言すれば、下半身部
分３０の一部である第１スカート部材３１１と、第２スカート部材３１２を組み換えるこ
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とにより収容体１１の少なくとも一部を形成できるようになっている。また、第２スカー
ト部材３１２の頂部内側には、円筒部３１２ｃが設けられている。円筒部３１２ｃの先端
面（下端面）には、内側に向かって上昇するような斜面が設けられている（図５（Ａ）及
び図５（Ｂ）参照）。
【００２７】
　第２スカート部材３１２は、球面状で模様が設けられていない頂部３１２ｇを有してお
り、頂部３１２ｇの下側（第２スカート部材３１２の下部開口３１２ａの縁部周り）には
、模様が付されている。模様の上端面３１２ｆは、一定幅を有している（図４参照）。
【００２８】
　図３に示すように、第３スカート部材３１３は収容体１１に収容されている。したがっ
て、第３スカート部材３１３は、第１スカート部材３１１及び第２スカート部材３１２よ
りも小型である。そして、第３スカート部材３１３は、第２スカート部材３１２の上側に
重ねられて人形の下半身部分３０を構成する（図４参照）。また、本実施形態では、第３
スカート部材３１３は、第２スカート部材３１２を球形と見たときの径よりも大きな径の
球形の一部である（図４参照）。また、第３スカート部材３１３の頂部には、例えば円形
の上半身用取付孔３１３ａが設けられている。
【００２９】
　また、頭部４０も収容体１１に収容されている。頭部４０の下端部には、上半身部分２
０の首２５に取り付けるための頭部取付孔（図示省略）が設けられている。
【００３０】
　図３に示すように、上半身部分２０も収容体１１に収容されている。別言すれば、収容
体１１には、下半身部分３０以外の部分の少なくとも一部が収容可能である。さて、上半
身部分２０の首２５には、上方に突出する頭部取付用突部２５１が設けられている。頭部
取付用突部２５１は、円柱状もしくは円筒状をしており、その外径は、頭部４０の下端部
に設けられている取付孔（図示省略）と同じか、若干大きく形成されている。
　なお、頭部取付用突部２５１は、円形断面以外の例えば楕円形や多角形の断面を有する
柱状の部材とすることもできる。特に、首２５に取り付ける頭部４０の向きを限定する際
には、多角形の部材が好適である。
【００３１】
　また、上半身２１の下端面から下方に向けて、上半身取付用突部２１１が設けられてい
る。上半身取付用突部２１１は、円柱状もしくは円筒状をしており、その外径は、第３ス
カート部材３１３に設けられている上半身用取付孔３１３ａの内径と同じか、若干大きく
形成されている。
　なお、上半身取付用突部２１１は、円形断面以外の例えば楕円形や多角形の断面を有す
る柱状の部材とすることもできる。特に、下半身部分３０に対する上半身２１の向きを限
定する際には、楕円形や多角形の部材が好適である。
【００３２】
　次に、人形型玩具１０Ａの組み立て方について説明する。図４は人形型玩具の分解斜視
図であり、図５（Ａ）は第１スカート部材３１１に第２スカート部材３１２を重ねる前の
状態を示す一部断面の正面図であり、図５（Ｂ）は第１スカート部材３１１に第２スカー
ト部材３１２を重ねた状態を示す一部断面の正面図である。
【００３３】
　図４及び図５（Ａ）に示すように、下部開口３１１ａが下になるように載置した第１ス
カート部材３１１の上に、同じく下部開口３１２ａを下にして第２スカート部材３１２を
載せる。このとき、第２スカート部材３１２の円筒部３１２ｃを、第１スカート部材３１
１の球状面３１１ｃの上面に載置して、第１スカート部材３１１に対する第２スカート部
材３１２の位置決めをする。第２スカート部材３１２の円筒部３１２ｃの下端面には、内
側に向かって上昇するような傾斜３１２ｅが付けられているので、第１スカート部材３１
１の球状面３１１ｃに載置した際に、安定して重ねることができる。
【００３４】
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　そして、第２スカート部材３１２の上に第３スカート部材３１３を重ねる（図５（Ｂ）
参照）。第２スカート部材３１２の模様の上端面３１２ｆは、第３スカート部材３１３の
模様の下端面と同様の形状をしており、第３スカート部材３１３の下端部の厚みと同等の
高さを有している。このため、第３スカート部材３１３を第２スカート部材３１２の頂部
３１２ｇに載せると、第３スカート部材３１３は模様の上端面３１２ｆによって位置決め
されて支持されるとともに、第２スカート部材３１２と第３スカート部材３１３とは、模
様がスムーズに連続する。
【００３５】
　次いで、図４に示すように、下半身部分３０の最も上に位置する第３スカート部材３１
３の上半身用取付孔３１３ａに、上半身２１の上半身取付用突部２１１を挿嵌して取り付
ける。
　最後に、首２５の頭部取付用突部２５１に頭部４０の頭部取付孔（図示省略）を外嵌し
て、頭部４０を取付ける。
【００３６】
　次に、第１実施形態に係る人形型玩具１０Ａの作用、効果について説明する。
　第１実施形態に係る人形型玩具１０Ａは、収容体１１に収容された複数の部品を有し、
複数の部品の少なくとも一部および収容体１１の少なくとも一部により人形を形成可能で
あり、収容体１１の一部が下半身部分３０（本実施形態においてはスカート部材３１）の
少なくとも一部を形成している。別の表現をすれば、下半身部分３０を形成する収容体１
１の一部として、下半身部分３０を形成している状態において、水平面での断面積が、上
半身部分２０から離れる方向（下方）に向かうにつれて、上半身部分２０から離れる方向
（下方）に向かう少なくとも初期の段階において、大きくなるような収容体１１の一部、
すなわち、第１スカート部材３１１、第２スカート部材３１２を用いている。
　このため、第１実施形態に係る人形型玩具１０Ａにおいては、組み立てられる人形型玩
具１０Ａの形状の制約を少なくすることが可能になる。これにより、組み立て後の形状に
制約が少ない人形型玩具１０Ａを提供することができる。
【００３７】
　また、第１実施形態に係る人形型玩具１０Ａは、収容体１１の一部がスカートを模して
いるので、スカートを大きく設定すれば、収容体１１の内部において、部品を収容するこ
とができる内部空間を大きく形成することができる。
【００３８】
（第２実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。
　なお、前述した第１実施形態の人形型玩具１０Ａと共通する部位には同じ符号を付して
、重複する説明を省略することとする。図６は、本発明の第２実施形態を説明するための
、人形型玩具の全体構成を示す斜視図である。
【００３９】
　図６に示すように、第２実施形態の人形型玩具１０Ｂは、いわゆるトルソーであり、人
間の頭部、両腕、両脚、すなわち五体を除いた胴体部分である上半身部分５０のみを有し
ている。
　なお、上半身部分５０は、後述する下半身部分６０を構成する支柱部分７０によって支
持されている。この人形型玩具１０Ｂは、着せ替え遊びに用いることができる。
【００４０】
　図６に示すように、人形型玩具１０Ｂは、上半身部分５０と、上半身部分５０を支持す
る下半身部分６０を有する。上半身部分５０は、上半身５１と、上半身５１の上に設けら
れた首５２を有する。そして、上半身５１には、上半身用布５４が着せられる。
　上半身部分５０の下側には、下半身部分６０が取り付けられている。下半身部分６０は
、軟質シートであるスカート布６２、レース６３によって覆われている。
　なお、スカート布６２及びレース６３の内側には、スカート布６２等を支持する支持部
材６１及び上半身部分５０を支持する支柱部分７０等が設けられているが、スカート布６
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２等により遮られて外部からは視認できない。スカート布６２、レース６３が下半身部分
６０を覆っている状態で全体として下側が広がった形状となるように、支持部材６１は、
上半身部分５０の下側に取り付けられた状態で、下側（下端開口側）が広がった形状とな
っている。別の表現をすれば、下半身部分６０を形成する収容体１２の一部として、下半
身部分６０を形成している状態において、水平面での断面積が、上半身部分５０から離れ
る方向（下方）に向かうにつれて、上半身部分５０から離れる方向（下方）に向かう少な
くとも初期の段階において大きくなるような収容体１１の一部、すなわち、支持部材６１
を用いている。
【００４１】
　図７は、人形型玩具の複数の部品（物品）を収容した収容体の外観を示す斜視図である
。
　図７に示すように、収容体１２は、中にすべての部品を収容して略球状に接合された容
器であり、この形状で自動販売機等により販売される。収容体１２は、略半球状に下側が
広がった支持部材６１の下端開口と基台６５の下端を接合し、また、基台６５の、支持部
材６１が接合している側と反対側の端部に略半球状の下蓋部材８１を接合することで略球
状に形成される。別言すれば、人形型玩具１０Ｂの下半身部分６０の一部である支持部材
６１は収容体１２の少なくとも一部を形成している。
　なお、下蓋部材８１は、収容時にのみ用いられ、収容体１２を開けた後は使用されない
。
【００４２】
　図８（Ａ）は支持部材の内部を下方から見た斜視図であり、図８（Ｂ）はスリットに沿
って切断した支持部材の断面図である。
　図８（Ａ）及び図８（Ｂ）に示すように、支持部材６１は、略半球状の外側部材６１ａ
と、外側部材６１ａ内面に沿って取り付けられ外側部材６１ａよりも小さめの内側部材６
１ｂとを有している。外側部材６１ａと内側部材６１ｂとは、全面にわたって接合されて
いるものではなく、例えば上端においてのみ接合されている。このため、外側部材６１ａ
と内側部材６１ｂとの間には、隙間を設けることができる。
　なお、以下の説明において、外側部材６１ａと内側部材６１ｂを総称する場合には支持
部材６１と記すこととする。
【００４３】
　外側部材６１ａには、複数のスリット６１３が切りかかれている。一方、スリット６１
３の位置に対応する内側部材６１ｂは切りかかれていない。このため、支持部材６１の表
面に、上下方向（すなわち、支持孔６１２から放射状）の溝状のスリット６１３が設けら
れることになる。また、支持部材６１の頂部には円形の支持孔６１２が設けられており、
収容体１２として使用する場合、支持孔６１２には略円板状の上蓋部材６１１が取り付け
られる（図７参照）。
【００４４】
　図７に示すように、基台６５は、下端の外径が支持部材６１の下端開口の外径と等しく
、上端の外径が下蓋部材８１の開口部の外径と等しい略円錐台形状を呈している。そして
、上面中央は上方に若干持ち上げられており、その先端には支柱取付孔６５１が設けられ
ている（図９参照）。
　したがって、収容体１２は、支持部材６１の下側に広がった下端開口に基台６５の下端
を接合し、基台６５の上端に下蓋部材８１を接合することにより内部空間を形成し、この
内部空間に種々の部品を収容している。別言すれば、人形型玩具１０Ｂの下半身部分６０
の一部である支持部材６１は収容体１２の少なくとも一部を形成している。
【００４５】
　図９は、収容体を分解して収容している複数の部品（物品）を取り出した状態を示す斜
視図である。
　図９に示すように、収容体１２を、支持部材６１、基台６５及び下蓋部材８１に分解す
ると、収容体１２の内部には、上半身部分５０を構成する上半身５１と上半身用布５４、
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また、下半身部分６０を構成するスカート布６２と、レース６３と、さらに、支柱部分７
０を構成する第１支柱部材７１と第２支柱部材７２等が収容されている。つまり、別言す
れば、収容体１２には人形型玩具１０Ｂの下半身部分６０以外の部分の少なくとも一部が
収容可能である。さて、第１支柱部材７１と第２支柱部材７２は、連結可能となっている
。また、第１支柱部材７１は、基台６５の支柱取付孔６５１に取り付けられる。さらに、
収容体１２の内部には、上半身用布５４を着せ替えるときに使用するヘラ８２も収容され
ている。
【００４６】
　図９に示すように、上半身５１の下端面には、下半身部分６０の支持部材６１を取付け
る支持部材取付用突起５１５が略円形に設けられている。支持部材取付用突起５１５は、
弾性変形可能な薄い部材で立壁状に形成されている。また、支持部材取付用突起５１５の
大きさは、支持部材６１の支持孔６１２よりも若干小さめで、支持部材取付用突起５１５
を支持孔６１２に挿嵌することにより支持部材６１と接合できる大きさとなっている。ま
た、上半身５１の下端面における支持部材取付用突起５１５の中央部には、支柱部分７０
の上端部が連結される支柱挿入孔５１４が設けられている。
【００４７】
　また、図１１（Ａ）に示すように、上半身５１の背中５１１には、上半身用布５４を固
定するための背中スリット５１２が上下方向に沿って設けられている。背中スリット５１
２は矩形状に切り欠かれており、内部には左右から中央に向けて多数の押え片５１３が設
けられている。押え片５１３はある程度の弾性変形が可能な例えば薄いプラスチック等で
形成されており、背中スリット５１２の左右から櫛歯状に設けられていて、各押え片５１
３は隣接する押え片５１３との間に隙間が設けられている。
【００４８】
　図９に示すように、支持部材６１の上を覆うスカート布６２は、全体略円形の布であり
、中央には布着用孔６２１が設けられている。布着用孔６２１は、支持部材６１の支持孔
６１２と同じか小さめが望ましい。
　また、スカート布６２の上は、レース６３で覆われている。レース６３は、スカート布
６２よりも若干小さめの全体略円形の布であり、中央にはレース着用孔６３１が設けられ
ている。レース着用孔６３１の大きさは、布着用孔６２１の大きさと同程度となっている
。
【００４９】
　また、スカート布６２は、硬質の部材でもよいが、軟質シートを用いることも可能であ
る。
【００５０】
　次に、人形型玩具１０Ｂの組み立て方について説明する。
　図９に示すように、まず、収容体１２を分解して、支持部材６１、基台６５、下蓋部材
８１に分解する。下蓋部材８１は、以後使用しないので、破棄する。また、支持部材６１
の上蓋部材６１１を取り外して、支持孔６１２を露出させる。なお、上蓋部材６１１も以
後使用しないので、破棄する。
【００５１】
　図１０は人形型玩具の分解斜視図である。
　図１０に示すように、基台６５の支柱取付孔６５１に、第１支柱部材７１の下端部を挿
嵌して取り付け、さらに第１支柱部材７１の上側に第２支柱部材７２を取付ける。第１支
柱部材７１の下端部外周面及び支柱取付孔６５１の内面にねじを切っておき、ねじ込むこ
とにより第１支柱部材７１を固定することも可能である。同様に、第１支柱部材７１の上
端に第１雄ねじ部７１１を形成し、第２支柱部材７２の下端部に第２雌ねじ部７２１を形
成し、相互にねじ込むことにより、第１支柱部材７１と第２支柱部材７２を連結すること
ができる。
　なお、第２支柱部材７２の上端には、上半身取付突部７２２が設けられている。
【００５２】
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　次いで、下端開口を下に向けた支持部材６１の上側にスカート布６２を載せて、スカー
ト布６２をスリット６１３に押し込む。スカート布６２は、スリット６１３から支持部材
６１の外側部材６１ａと内側部材６１ｂとの間に押し込まれて固定される。さらに、スカ
ート布６２の上にレース６３を載せる。そして、スカート布６２の布着用孔６２１、レー
ス６３のレース着用孔６３１に、上半身５１の下端面に設けられている支持部材取付用突
起５１５を上から通し、支持部材取付用突起５１５を支持部材６１の支持孔６１２に挿嵌
して、支持部材６１と上半身５１とを接続する。これにより、スカート布６２、レース６
３は上半身５１と支持部材６１に挟まれて固定される。このように、収容体１２の一部で
ある支持部材６１が下半身部分６０の少なくとも一部を形成している。
【００５３】
　その後、上半身５１の下面の支柱挿入孔５１４に第２支柱部材７２の上半身取付突部７
２２を挿嵌して、上半身部分５０を支持する。
　なお、支柱挿入孔５１４及び第２支柱部材７２にネジ部を設けて、ねじ込むようにする
こともできる。
【００５４】
　そして、図１１（Ｂ）に示すように、上半身用布５４の一端を上半身５１の背中の背中
スリット５１２に押し込み、押え片５１３で押さえて固定する。その後、上半身用布５４
を胸の前から背中に回して、上半身用布５４の他端を背中スリット５１２に押し込む。上
半身用布５４を背中スリット５１２に押し込む際には、収容体１２に収容されていたヘラ
８２を用いると、上半身用布５４を容易に取り付けることができる。
【００５５】
　なお、上半身５１を支持部材６１から外すことにより、スカート布６２、レース６３、
上半身用布５４を取り外して、収容されているもの以外のスカート布６２、レース６３、
上半身用布５４に交換することができる。このようにスカート布６２、レース６３、上半
身用布５４を種々に取り換えることにより、着せ替えを行うことができる。
【００５６】
　次に、第２実施形態に係る人形型玩具１０Ｂの作用、効果について説明する。
　第２実施形態に係る人形型玩具１０Ｂでは、前述した第１実施形態の人形型玩具１０Ａ
と同様に、組み立てられる人形型玩具１０Ｂの形状の制約を少なくすることが可能になる
。これにより、組み立て後の形状に制約が少ない人形型玩具１０Ｂを提供することができ
る。
【００５７】
　また、収容体１２に収容されている軟質シートであるスカート布６２、レース６３、上
半身用布５４はいずれも支持部材６１、上半身５１から容易に取り外せるので、スカート
布６２、レース６３、上半身用布５４を他の布等に取り換えることにより、着せ替えを楽
しむことができる。
【００５８】
　また、第２実施形態に係る人形型玩具１０Ｂでは、収容体１２の一部であってスカート
布６２等を支持する支持部材６１の表面にスリット６１３が形成されているので、スカー
ト布６２が外れないように支持することができる。また、スカート布６２を外すこともで
きる。
【００５９】
　また、第２実施形態に係る人形型玩具１０Ｂでは、収容体１２に収容される部品で上半
身部分５０を形成するとともに、上半身部分５０の背中面に背中スリット５１２を形成し
た。このため、上半身部分５０に布等を巻き付けて、背中スリット５１２に押し込むこと
により、あたかも種々の衣服等を着せ替えるような遊びをすることができる。
【００６０】
　本発明の人形型玩具は、前述した各実施形態に限定されるものでなく、適宜な変形、改
良等が可能である。例えば、前述したように第１実施形態に係る人形型玩具１０Ａ、第２
実施形態に係る人形型玩具１０Ｂとしては、いずれも頭部や上半身部分には収容体の一部
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を用いないものを説明したが、本発明はこれに限定されない。すなわち、本発明は、収容
体の一部を頭部や上半身部分のような人形の下半身部分以外に用いることを排除するもの
ではなく、収容体の一部で人形の下半身部分の一部を形成し、収容体のその他の一部で頭
部や上半身部分のような人形の下半身部分以外の部分の少なくとも一部を形成するように
してもよい。
【符号の説明】
【００６１】
１０Ａ、１０Ｂ　人形型玩具
１１、１２　収容体
２０、５０　上半身部分
３０、６０　下半身部分
３１　スカート部材（スカート）
５１１　背中（背中面）
５１２　背中スリット
６２　スカート布（軟質シート）
 
 

【図１】 【図２】
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